
λ設定は1nm単位で
任意に設定可能

限界値を予め設定して
合否判定可能

OLP-3x/OLP-8xシリーズは、
OLS-3x/OLS-8x光源との
Auto-λ、Multi-λ機能による
連携も可能



STEP #１ STEP #５ STEP #６STEP #２ STEP #３ STEP #４

パッチコード検査を多用するなら、
検査効率向上のため、PCM付
ディスプレイを選択するべきです。

光パワー測定を行うには、外付MP-60
を接続して利用することもできますが、
光パワーの合否判断が必要なら、OLP-82
を選定しなければ出来ません。

バルクヘッドの検査はP5000iで
行うことが出来ます。コネクタに合わ
せて、検査Tipが必要です。
APC研磨の場合も、対応Tipがあります。

製品選定
ポイント

PCM 自動保存
も可能

清掃後↓

OLP-82（日本語インターフェース・実画像）



PCM（パッチコード・マイクロスコープ）は、FMAEアダプタを取付けることができ、PCM付製品には
共通でFMAE-U25（2.5mmフェルール用）アダプタが標準付属しています。

SM PC RL35 ( Ed3 IEC61300-3-35)SM UPC ( Ed3 IEC61300-3-35)

・業界標準の受入基準であるIEC61300-3-35 Ed.1～3 を内蔵しており、検査対象
　の光ファイバ端面が仕様に適合し、合否判定で顧客に証明できます。
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FBP-SD4i FBP-HD4iP FBP-SD4iP FIT-82P01-PRO

端面検査のみ 端面検査のみ 端面検査＆
光パワーメータ
+10dBm迄

端面検査のみ

↑既にP5000iを持っている場合
または、オス側だけの検査が
PCM付ディスプレイだから単体
だけでも検査可能
メス側見るなら、右のSD4iPを

↑P5000iで携帯端末で検査できる ↑P5000iと携帯端末で検査が
TiP替えないでメスとオスを
両方検査できる

↑P5000iと携帯端末で検査が
TiP替えないでメスとオスを
両方検査できて、+10dBmまでの
光パワー測定も可能
そして、クリーニングキットが
LC/SC両方付いて、さらに可視光
で光ファイバー破断判定も可能


